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新
興
技
術
で
揺
ら
ぐ
核
抑
止
力

ケ
ネ
ディ
の
予
言
、
再
び

　

人
工
知
能
（
A
I
）
や
量
子
科
学
な
ど
の
新
興
技
術
の
発
展
に
よ

り
海
が
透
明
に
な
る
時
代
が
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
前
回
は
書
い

た
。
と
は
い
え
、あ
る
日
起
き
て
み
た
ら
海
が
透
明
に
な
っ
て
い
た
、

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
技
術
の
進
歩
に
あ
わ
せ
て
段
階
的
に
進
む

と
の
見
方
が
支
配
的
だ
。
実
現
は
、
早
く
て
も
30
～
40
年
先
の

2
0
5
0
年
代
と
み
ら
れ
る
。

　

海
が
透
明
に
な
る
と
、
恩
恵
を
得
る
の
は
攻
め
る
側
よ
り
守
る
側

だ
。
こ
れ
ま
で
潜
水
艦
で
圧
倒
的
な
優
位
性
を
保
ち
続
け
て
き
た
米

国
は
苦
し
く
な
り
、中
国
や
ロ
シ
ア
は
状
況
改
善
が
見
込
め
そ
う
だ
。

特
に
中
国
は
、
南
シ
ナ
海
に
面
す
る
海
南
島
に
潜
水
艦
発
射
弾
道
ミ

サ
イ
ル
（
S
L
B
M
）
を
積
む
戦
略
原
潜
を
配
備
し
、
他
国
の
艦
船

や
潜
水
艦
を
寄
せ
付
け
な
い
接
近
阻
止
・
領
域
拒
否
（
A
2
／

A
D
）
戦
略
の
構
築
を
急
い
で
い
る
。
自
国
周
辺
の
海
域
を
透
明
に

で
き
れ
ば
防
御
力
が
強
化
さ
れ
る
。

　

中
国
は
沿
岸
部
に
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
（
S
A
M
）
を
整
備
し
、
万

里
の
長
城
な
ら
ぬ
「
S
A
M
の
長
城
」
を
築
い
て
防
空
網
を
強
化
し

て
い
る
。「
空
母
キ
ラ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
射
程
1
5
0
0
㌔
の
弾
道

ミ
サ
イ
ル
「
東
風
（
D
F
）
21
D
」
で
、
敵
艦
船
の
接
近
阻
止
を
目

海
が
透
明
に
な
る
と
…

第6回

会あ
い

川か
わ

　
晴は

る

之ゆ
き

（
毎
日
新
聞
客
員
編
集
委
員
）
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指
す
。「
グ
ア
ム
キ
ラ
ー
」と
呼
ば
れ
る
最
大
射
程
4
0
0
0
㌔
の「
東

風
（
D
F
）
26
」
極
超
音
速
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
も
配
備
し
、
中

国
本
土
か
ら
約
3
0
0
0
㌔
に
位
置
す
る
米
軍
グ
ア
ム
基
地
を
直
接

攻
撃
で
き
る
態
勢
を
築
き
つ
つ
あ
る
。

　

た
だ
、
空
や
海
上
と
比
べ
て
潜
水
艦
の
接
近
阻
止
は
容
易
で
は
な

い
。
21
年
10
月
に
海
南
島
に
近
い
南
シ
ナ
海
で
、
米
攻
撃
原
潜
「
コ

ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
」
が
海
底
の
山
に
衝
突
す
る
事
故
で
は
か
ら
ず
も
明

ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
米
海
軍
は
中
国
沿
岸
に
日
常
的
に
原
潜
を

潜
航
さ
せ
情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
動
き
を
嫌
う
中
国
は
、
潜
水
艦
を
探
知
す
る
セ
ン
サ
ー

網
の
開
発
や
整
備
を
急
ぐ
。
前
回
詳
し
く
触
れ
た
よ
う
に
、
新
型
磁

気
セ
ン
サ
ー
は
6
㌔
離
れ
た
場
所
か
ら
潜
水
艦
を
探
知
す
る
能
力
が

あ
る
と
さ
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
セ
ン
サ
ー
は
極
超
低
温
に
保
つ
必
要

が
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
航
空
機
や
ド
ロ
ー
ン
へ
の
搭
載
は
難
し

い
。
設
置
は
沿
岸
部
に
限
定
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

課
題
も
残
る
。
海
中
な
ど
に
整
備
を
進
め
る
セ
ン
サ
ー
類
が
集
め

た
デ
ー
タ
を
中
国
本
土
に
送
り
分
析
す
る
と
み
ら
れ
る
。
だ
が
、
有

事
の
際
は
、
こ
う
し
た
大
量
の
デ
ー
タ
を
送
る
海
底
ケ
ー
ブ
ル
が
切

断
さ
れ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
セ
ン
サ
ー
網
が
機
能
し
な
い
可

能
性
が
あ
る
。

　

決
定
的
な
の
は
、
中
国
が
保
有
す
る
S
L
B
M
の
射
程
が
ま
だ
短

い
こ
と
だ
。
南
シ
ナ
海
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
は
、
米
本
土
、
特
に
首

都
ワ
シ
ン
ト
ン
な
ど
東
海
岸
に
届
か
な
い
。

　

米
国
防
総
省
が
毎
年
、
米
議
会
に
提
出
す
る
中
国
報
告
書
の
最
新

版
に
よ
る
と
、
中
国
が
現
在
配
備
す
る
S
L
B
M
「
巨
浪
（
J
L
）

2
」
の
射
程
は
7
0
0
0
㌔
ほ
ど
。「
要
塞
」
と
位
置
づ
け
る
南
シ

ナ
海
か
ら
発
射
し
て
も
、
米
ア
ラ
ス
カ
州
と
ハ
ワ
イ
州
に
届
く
の
が

や
っ
と
と
い
う
実
力
し
か
な
い
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
な
ど
米
西
海
岸
を

攻
撃
す
る
に
は
、
S
L
B
M
を
積
む
戦
略
原
潜
を
「
太
平
洋
の
真
ん

中
」
に
ま
で
展
開
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
東
海
岸
攻
撃
の
た
め
に
は

さ
ら
に
東
進
さ
せ
て
「
ハ
ワ
イ
東
方
海
域
」
に
向
か
わ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

中
国
は
今
年
9
月
3
日
に
北
京
で
あ
っ
た
抗
日
戦
争
勝
利
80
年
記

念
軍
事
パ
レ
ー
ド
で
、
新
型
S
L
B
M
「
巨
浪
（
J
L
）
3
」
を
初

披
露
し
た
。
米
国
は
、
こ
の
S
L
B
M
の
最
大
射
程
は
1
万
㌔
弱
と

分
析
、
J
L
2
と
同
様
に
南
シ
ナ
海
か
ら
で
は
「
米
本
土
の
一
部
」

に
し
か
届
か
な
い
と
見
る
。
西
部
ユ
タ
州
に
到
達
す
る
の
が
や
っ
と

い
う
計
算
だ
。

　

首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
を
射
程
内
に
収
め
る
に
は
、
日
本
の
南
西
諸
島

や
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
い
わ
ゆ
る
「
第
1
列
島
線
」
を
抜
け
て
太
平
洋

に
出
撃
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
海
峡
は
、
中
国
か
ら
見
れ
ば

日
米
の
潜
水
艦
が
待
ち
伏
せ
す
る
危
険
極
ま
り
な
い
海
域
だ
。

　

日
本
の
海
上
自
衛
隊
は
、
冷
戦
時
代
か
ら
米
国
と
連
携
し
て
対
潜

能
力
に
磨
き
を
か
け
て
き
た
。
ソ
連
の
原
潜
が
通
航
す
る
宗
谷
、
津

軽
、対
馬
の
3
海
峡
を
監
視
し
、有
事
の
際
は
封
鎖
す
る
役
割
を
担
っ

て
い
た
。
現
在
は
中
国
の
原
潜
が
通
航
す
る
南
西
諸
島
の
監
視
も
そ



— 32 —

の
任
務
に
加
わ
っ
て
い
る
。

　

監
視
作
業
は
、
潜
水
艦
を
海
底
に
着
底
さ
せ
、
自
艦
よ
り
上
の
海

域
を
通
航
す
る
潜
水
艦
を
見
つ
け
る
作
業
と
な
る
。
有
事
の
際
は
、

米
国
の
原
潜
部
隊
な
ど
と
協
力
、
敵
の
戦
略
原
潜
が
S
L
B
M
を
発

射
す
る
前
に
沈
め
る
役
割
を
務
め
る
。

　

潜
水
艦
を
ど
う
や
っ
て
海
底
に
着
底
さ
せ
る
の
か
。
か
つ
て
潜
水

艦
乗
り
だ
っ
た
カ
ー
タ
ー
元
米
大
統
領
は
著
書
「
な
ぜ
ベ
ス
ト
を
つ

く
さ
な
い
の
か
」
に
こ
う
記
す
。「
潜
望
鏡
を
数
イ
ン
チ
上
げ
た
り

下
げ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
潜
水
艦
の
深
さ
を
調
整
す
る
」。
取

材
に
応
じ
た
日
本
の
海
上
自
衛
隊
の
元
潜
水
艦
長
も
、
バ
ラ
ン
ス
を

と
り
な
が
ら
艦
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
海
底
に
着
底
さ

せ
る
の
が
潜
水
艦
乗
り
の
「
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
だ
」
と
話
す
。

　

現
在
は
も
っ
ぱ
ら
有
人
の
潜
水
艦
が
務
め
る
海
峡
な
ど
チ
ョ
ー
ク

ポ
イ
ン
ト
の
監
視
役
は
、
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
無
人
機
に
置

き
換
わ
っ
て
い
く
可
能
性
が
高
い
。
数
カ
月
間
に
も
お
よ
び
監
視
活

動
を
担
え
る
能
力
を
備
え
、
有
事
の
際
は
攻
撃
も
す
る
自
律
型
潜
水

艇
な
ど
の
開
発
が
進
む
。

台
湾
有
事
と
透
明
な
海

　

中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
が
2
0
2
7
年
ま
で
に
侵
攻
準
備
を
整

え
る
よ
う
指
示
し
た
台
湾
問
題
。中
国
は
台
湾
周
辺
海
域
を
封
鎖
し
、

米
空
母
な
ど
海
上
艦
船
の
接
近
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
と
み
ら
れ

る
。
た
だ
、
海
が
透
明
で
な
い
限
り
潜
水
艦
が
潜
入
で
き
る
余
地
は

大
い
に
あ
る
。

　

参
考
に
な
る
の
は
1
9
8
2
年
に
あ
っ
た
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争

だ
ろ
う
。
大
西
洋
に
浮
か
ぶ
英
領
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
諸
島
を
奪
取
し

よ
う
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
軍
が
4
月
2
日
に
上
陸
し
、
6
月
13
日
ま
で

約
2
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
続
い
た
紛
争
の
こ
と
だ
。

　

英
海
軍
の
潜
水
艦
部
隊
の
活
動
を
活
写
し
た
名
著
「T

he Silent 

D
eep

」
な
ど
に
よ
る
と
、
英
国
は
紛
争
開
始
直
前
に
、
空
母
「
イ

ン
ビ
シ
ン
ブ
ル
」
な
ど
主
力
の
機
動
艦
隊
に
先
立
っ
て
原
潜
3
隻
を

現
地
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
る
。
3
隻
は
欧
州
か
ら
全
速
で
大
西
洋

を
北
か
ら
南
へ
駆
け
抜
け
た
。
現
地
到
着
は
10
日
後
の
4
月
11
日
、

以
後
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
本
土
か
ら
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
諸
島
へ
の
軍
部

隊
増
援
や
補
給
を
阻
む
作
戦
行
動
に
あ
た
っ
た
。

　

最
大
の
山
場
は
そ
れ
か
ら
3
週
間
後
に
あ
っ
た
。
英
原
潜
「
コ
ン

カ
ラ
ー
」
は
5
月
1
日
、
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
諸
島
近
海
の
公
海
を
駆

逐
艦
2
隻
と
と
も
に
遊
よ
く
す
る
巡
洋
艦
「
ヘ
ネ
ラ
ル
・
ベ
ル
グ
ラ

ノ
」
を
見
つ
け
る
。
攻
撃
す
る
か
、
そ
れ
と
も
見
過
ご
す
か
。
当
時

の
サ
ッ
チ
ャ
ー
英
政
権
は
悩
み
に
悩
む
。

　

決
定
打
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
艦
船
に
配
備
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス

製
の
「
エ
グ
ゾ
セ
」
ミ
サ
イ
ル
だ
っ
た
。
こ
の
機
会
を
逃
せ
ば
、
英

主
力
部
隊
が
こ
の
ミ
サ
イ
ル
で
攻
撃
を
受
け
甚
大
な
損
害
を
被
る
可

能
性
が
あ
る
。
10
日
ほ
ど
前
に
コ
ン
カ
ラ
ー
と
は
別
の
原
潜
が
、
エ

グ
ゾ
セ
ミ
サ
イ
ル
を
装
て
ん
す
る
フ
ラ
ン
ス
製
戦
闘
機
シ
ュ
ペ
ー
ル

エ
タ
ン
ダ
ー
ル
を
積
ん
だ
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
空
母
を
追
跡
中
に
見
失
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う
失
態
が
あ
っ
た
ば
か
り
だ
。
英
政
権
は
絶
好
の
機
会
を
逃
す
ま
い

と
攻
撃
命
令
を
下
す
。

　

2
日
午
後
遅
く
、
英
原
潜
に
攻
撃
命
令
が
届
く
。
11
ノ
ッ
ト
で
航

行
中
の
巡
洋
艦
に
1
4
0
0
ヤ
ー
ド
（
約
1
・
3
㌔
）
ま
で
接
近
し
、

午
後
7
時
前
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
で
も
使
っ
た
旧
式
魚
雷
3
発
を

3
秒
間
隔
で
左
舷
に
向
け
発
射
し
た
。
2
発
目
と
3
発
目
が
命
中
、

巡
洋
艦
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
火
の
玉
に
包
ま
れ
轟
沈
し
た
。
3
2
1
人

が
犠
牲
と
な
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
で
は
初
の
潜
水
艦
攻
撃
で
、

原
潜
か
ら
の
攻
撃
も
こ
れ
が
史
上
初
だ
っ
た
。

　

当
初
は
英
原
潜
の
実
力
を
甘
く
見
て
い
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
軍
は
、

こ
の
撃
沈
劇
に
驚
き
対
応
を
一
変
さ
せ
る
。
す
べ
て
の
艦
船
を
危
険

に
さ
ら
さ
な
い
よ
う
紛
争
終
結
時
ま
で
本
土
周
辺
に
置
き
続
け
た
。

フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
諸
島
へ
の
海
上
補
給
路
は
完
全
に
断
た
れ
た
。

　

一
方
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
軍
は
運
用
可
能
な
デ
ィ
ー
ゼ
ル
潜
水
艦
を

2
隻
保
有
し
て
い
た
。
1
隻
は
、
支
援
物
資
を
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
諸

島
に
輸
送
中
に
、
英
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
見
つ
か
り
攻
撃
を
受
け
大

破
す
る
。
英
国
は
そ
の
後
も
原
潜
2
隻
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
潜
水
艦
1
隻

を
増
派
し
て
残
る
1
隻
を
懸
命
に
捜
索
し
た
が
、
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
海
が
荒
れ
る
日
が
多
く
、
1
匹
ず
つ
は
小
さ
い
鳴

き
声
な
が
ら
、
巨
大
な
群
れ
を
形
成
す
る
オ
キ
ア
ミ
が
生
息
す
る
海

域
で
、
探
索
に
使
う
ソ
ナ
ー
の
効
き
が
悪
か
っ
た
た
め
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
紛
争
の
教
訓
を
台
湾
有
事
に
当
て
は
め
る
と
、
海
が
不
透
明

な
時
代
で
あ
れ
ば
、
米
潜
水
艦
は
台
湾
周
辺
海
域
へ
の
接
近
が
可
能

で
、
中
国
軍
の
艦
船
や
輸
送
船
に
と
っ
て
大
き
な
脅
威
と
な
る
。
上

陸
作
戦
な
ど
に
大
き
な
支
障
が
出
る
と
予
想
さ
れ
る
ほ
か
、
最
悪
の

場
合
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
海
軍
の
よ
う
に
中
国
本
土
の
基
地
に
と
ど
ま

ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
海

軍
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
艦
で
も
十
分
に
戦
え
る
こ
と
を
示
し
た
。
原
潜

を
持
た
な
い
日
本
に
と
っ
て
は
興
味
深
い
点
と
言
え
る
。

　

一
方
、
海
が
透
明
に
な
れ
ば
、
米
潜
水
艦
は
台
湾
周
辺
海
域
に
近

づ
く
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
中
国
軍
に
有
利
な
展
開
に
な
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
る
。

ス
タ
ン
ド
オ
フ
兵
器

　

海
が
透
明
に
な
れ
ば
潜
水
艦
は
万
事
休
す
、
か
つ
て
の
戦
艦
の
よ

う
に
時
代
遅
れ
の
も
の
と
な
る
の
か
。
生
き
残
る
方
策
は
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。

　

有
力
な
生
き
残
り
策
の
ひ
と
つ
は
、
敵
が
主
に
沿
岸
部
に
配
備
す

る
セ
ン
サ
ー
類
が
届
か
な
い
「
不
透
明
」
な
海
域
に
艦
船
や
潜
水
艦

な
ど
の
有
人
艦
を
置
い
て
安
全
を
確
保
し
、
そ
こ
か
ら
長
距
離
（
ス

タ
ン
ド
オ
フ
）
兵
器
で
攻
撃
す
る
手
法
が
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

各
種
無
人
機
を
大
量
に
投
入
し
、潜
水
艦
な
ど
の
有
人
艦
が
「
母
船
」

の
役
割
を
果
た
す
戦
術
と
な
る
。

　

米
軍
は
ス
タ
ン
ド
オ
フ
兵
器
を
す
で
に
潜
水
艦
に
配
備
し
、
実
戦

使
用
し
て
い
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
射
程
が
1
6
0
0
～

2
5
0
0
㌔
あ
る
巡
航
ミ
サ
イ
ル
「
ト
マ
ホ
ー
ク
」
だ
。
28
年
以
後
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は
マ
ッ
ハ
5
以
上
の
極
超
音
速
で
飛
ぶ
ハ
イ
パ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
兵
器
の

配
備
も
予
定
し
て
い
る
。

　

ト
マ
ホ
ー
ク
は
、
米
海
軍
の
攻
撃
原
潜
に
10
〜
20
発
積
ま
れ
て
い

る
。
01
年
の
ア
フ
ガ
ン
戦
争
や
03
年
の
イ
ラ
ク
戦
争
の
開
戦
時
に
、

相
手
の
手
が
届
か
な
い
海
域
か
ら
大
量
の
ト
マ
ホ
ー
ク
を
撃
ち
込
ん

で
防
空
網
を
破
壊
し
た
。
米
軍
は
こ
の
攻
撃
の
成
功
に
よ
り
制
空
権

を
確
保
、
そ
の
後
の
航
空
機
に
よ
る
空
爆
に
つ
な
げ
た
。

　

米
軍
は
か
つ
て
S
L
B
M
を
積
ん
で
い
た
原
潜
4
隻
を
、
改
良
し

て
ミ
サ
イ
ル
原
潜
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
93
年
に
米
露
両
国
が
結
ん

だ
戦
略
兵
器
削
減
条
約
（
S
T
A
R
T
2
）
で
、
S
L
B
M
の
搭
載

数
が
削
減
対
象
と
な
り
、
通
常
弾
頭
の
ト
マ
ホ
ー
ク
1
5
4
発
を
載

せ
る
ミ
サ
イ
ル
原
潜
に
改
造
し
た
。

　

た
だ
、
ト
マ
ホ
ー
ク
の
飛
行
速
度
は
時
速
9
0
0
㌔
と
い
う
亜
音

速
に
と
ど
ま
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
の
よ
う
に
防
空
能
力

が
十
分
と
は
言
え
な
い
国
々
と
は
違
い
、
中
国
は
沿
岸
に
S
3
0
0

や
S
4
0
0
の
よ
う
な
対
空
兵
器
を
配
備
す
る
。
単
発
な
ら
撃
ち
落

と
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
防
御
網
を
突
破
す
る
に
は
、
大
量
の
ミ

サ
イ
ル
を
一
斉
に
撃
ち
込
む
飽
和
攻
撃
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ミ
サ
イ
ル
原
潜
は
S
L
B
M
発
射
に
使
っ
て
い
た
垂
直
型
発
射
管

か
ら
ト
マ
ホ
ー
ク
を
発
射
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
通
常
の
原
潜
は
魚

雷
発
射
管
を
使
っ
て
い
る
。
ミ
サ
イ
ル
の
装
て
ん
作
業
に
時
間
が
か

か
る
た
め
、
飽
和
攻
撃
実
施
に
は
不
向
き
だ
。
さ
ら
に
、
28
年
ま
で

に
ミ
サ
イ
ル
原
潜
が
全
4
艦
と
も
退
役
時
期
を
迎
え
る
事
情
も
重
な

米海軍のミサイル原潜「オハイオ」。トマホークを154発積む＝米国防総省提供
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る
。
米
軍
は
ト
マ
ホ
ー
ク
発
射
能
力
を
維
持
す
る
た
め
、
新
型
攻
撃

原
潜
に
垂
直
発
射
装
置
（
V
L
S
）
を
設
置
し
、
ト
マ
ホ
ー
ク
を
同

時
発
射
で
き
る
態
勢
を
築
こ
う
と
し
て
い
る
。
新
型
原
潜
に
は
ト
マ

ホ
ー
ク
を
40
発
載
せ
る
予
定
だ
。

　

日
本
も
潜
水
艦
へ
の
V
L
S
整
備
を
目
指
す
。
22
年
12
月
に
ま
と

め
た
防
衛
力
整
備
計
画
で
、
V
L
S
整
備
計
画
を
打
ち
出
し
た
。
25

年
度
予
算
か
ら
約
3
0
0
億
円
の
研
究
費
を
計
上
、
28
年
か
ら
建
造

す
る
新
型
潜
水
艦
へ
の
設
置
を
目
指
す
。

　

従
来
の
日
本
の
海
上
自
衛
隊
の
潜
水
艦
搭
載
の
ミ
サ
イ
ル
は
、
射

程
が
1
5
0
～
2
5
0
㌔
し
か
な
い
対
艦
ミ
サ
イ
ル
「
ハ
プ
ー
ン
」

だ
け
だ
っ
た
。
こ
れ
で
は
実
力
不
足
だ
と
し
て
、
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル

を
改
良
し
て
射
程
を
9
0
0
～
1
5
0
0
㌔
へ
と
大
幅
に
伸
ば
し
た

「
12
式
海
上
発
射
型
巡
航
ミ
サ
イ
ル
」
の
開
発
を
急
ぐ
。
ト
マ
ホ
ー

ク
の
導
入
と
合
わ
せ
、
長
距
離
攻
撃
能
力
を
充
実
・
強
化
さ
せ
る
。

潜
水
艦
が
「
母
船
」
に

　

生
き
残
り
策
の
2
番
目
は
、
多
種
多
様
な
無
人
機
の
活
用
だ
。
22

年
か
ら
始
ま
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
機
に
、
空
中
ド
ロ
ー
ン

（
U
A
V
）
に
加
え
、
海
上
ド
ロ
ー
ン
（
U
S
V
）、
水
中
ド
ロ
ー
ン

（
U
U
V
）の
普
及
が
急
速
に
進
み
、戦
争
の
様
相
が
一
変
し
て
い
る
。

　

過
去
50
年
間
は
、
米
国
が
開
発
し
た
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
や
精
密
誘

導
弾
な
ど
精
密
兵
器
が
重
視
さ
れ
る
時
代
だ
っ
た
。
各
国
は
米
国
に

追
い
つ
く
た
め
同
様
の
兵
器
の
開
発
を
続
け
た
。
だ
が
、
ウ
ク
ラ
イ

垂直発射装置（VLS）から迎撃ミサイルSM 2を発射する米イージス駆逐艦。米軍や
日本の自衛隊はVLSを新型潜水艦に設置し、長距離攻撃能力の強化を図る予定だ＝
米国防総省提供
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ナ
戦
争
に
よ
っ
て
、
精
密
兵
器
だ
け
で
な
く
数
も
重
視
す
る
時
代
に

入
っ
た
。

　

バ
イ
デ
ン
前
米
政
権
で
国
防
次
官
補
を
務
め
た
ホ
ロ
ビ
ッ
ツ
氏
は

昨
年
10
月
、
米
外
交
専
門
誌
フ
ォ
ー
リ
ン
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
に
発
表
し

た
論
考
で
「
米
国
は
精
密
攻
撃
能
力
に
お
け
る
圧
倒
的
な
優
位
性
を

も
は
や
保
持
し
て
い
な
い
」
と
記
し
た
。
精
密
兵
器
の
技
術
基
盤
と

な
る
G
P
S
な
ど
の
セ
ン
サ
ー
類
や
誘
導
シ
ス
テ
ム
は
、
人
工
知
能

（
A
I
）
や
通
信
シ
ス
テ
ム
の
発
展
な
ど
が
安
価
に
な
り
、
誰
も
が

使
い
こ
な
せ
る
技
術
に
な
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

　

元
次
官
補
は
「
重
要
な
の
は
、
製
造
技
術
と
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
進

歩
で
価
格
が
下
が
っ
た
こ
と
」
と
指
摘
、各
国
の
軍
や
武
装
組
織
は
、

精
度
と
量
の
両
方
を
持
て
る
時
代
に
な
っ
た
と
解
説
し
て
い
る
。

　

空
中
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
20
年
の
ナ
ゴ
ル
ノ
カ
ラ
バ
フ
紛
争
で

ア
ル
メ
ニ
ア
を
圧
倒
し
た
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
や
、
各
種
新
型
兵
器

を
開
発
す
る
北
朝
鮮
な
ど
米
国
以
外
の
多
く
の
国
、
そ
し
て
過
激
派

組
織
「
イ
ス
ラ
ム
国
」（
I
S
）
な
ど
の
武
装
勢
力
も
ド
ロ
ー
ン
を

駆
使
す
る
。
そ
ん
な
時
代
が
到
来
し
て
い
る
。

　

各
種
の
無
人
機
は
、
1
機
1
0
0
億
円
を
下
ら
な
い
F
35
ス
テ
ル

ス
戦
闘
機
な
ど
の
最
新
鋭
兵
器
よ
り
性
能
は
は
る
か
に
劣
る
も
の
の

コ
ス
ト
が
安
く
、
大
量
投
入
が
容
易
だ
。
製
造
が
容
易
な
た
め
長
期

戦
に
も
耐
え
抜
く
可
能
性
が
あ
る
。「
一
点
豪
華
主
義
」
か
ら
「
分

散
型
戦
力
」
へ
の
変
化
と
言
え
る
。

　

例
え
ば
、
ロ
シ
ア
の
ド
ロ
ー
ン
攻
撃
に
対
抗
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

米海軍は海上ドローン（USV）などさまざまな種類の無人機をテストしている＝
2023年ペルシャ湾で、米国防総省提供
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迎
撃
ド
ロ
ー
ン
の
価
格
は
1
機
2
0
0
0
㌦
（
約
30
万
円
）
～

6
0
0
0
㌦
ほ
ど
だ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
、
こ
れ
ら
を
数
百
機
も
飛

ば
し
て
連
日
連
夜
、
飛
来
す
る
ロ
シ
ア
の
ド
ロ
ー
ン
を
各
地
で
迎
え

撃
っ
て
い
る
。

　

空
だ
け
で
な
く
海
の
分
野
で
も
無
人
機
は
目
を
見
張
る
活
躍
を
し

て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
U
S
V
を
駆
使
し
て
、
ロ
シ
ア
黒
海
艦

隊
の
3
分
の
1
を
沈
め
た
り
損
傷
さ
せ
た
り
す
る
大
成
果
を
収
め
て

い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ド
ロ
ー
ン
軍
を
設
立
す
る
な
ど
、
今
や
欧
米

諸
国
に
最
新
技
術
や
戦
術
を
伝
授
す
る
リ
ー
ダ
ー
役
に
な
っ
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
時
代
の
変
化
に
対
応
し
よ
う
と
、
日
本
も
長
期
間
の
運

用
が
で
き
る
U
U
V
の
開
発
を
急
い
で
い
る
。
全
長
10
～
15
・
6
㍍

で
総
重
量
は
17
・
5
㌧
ほ
ど
。
モ
ジ
ュ
ー
ル
構
造
を
採
用
し
、
偵
察

や
監
視
、
攻
撃
、
海
底
セ
ン
サ
ー
な
ど
の
重
量
物
輸
送
な
ど
、
用
途

に
応
じ
て
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
交
換
が
で
き
る
た
め
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ

る
。他
の
U
U
V
と
自
律
的
に
協
調
し
た
作
戦
へ
の
対
応
も
可
能
だ
。

敵
国
が
厳
し
い
監
視
態
勢
を
敷
く
海
域
へ
の
潜
入
な
ど
の
任
務
を
担

う
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

無
人
機
の
メ
リ
ッ
ト
は
数
多
い
。
人
的
な
被
害
が
出
な
い
た
め
、

リ
ス
ク
の
高
い
任
務
に
投
入
で
き
る
。疲
れ
知
ら
ず
で
働
き
続
け
る
。

コ
ス
ト
を
気
に
せ
ず
使
い
捨
て
に
で
き
る
。
小
型
な
た
め
敵
に
探
知

も
さ
れ
に
く
い
。
セ
ン
サ
ー
類
や
攻
撃
兵
器
を
積
む
な
ど
多
種
多
様

な
用
途
に
も
対
応
で
き
、
衛
星
通
信
を
使
い
地
球
の
裏
側
か
ら
で
も

米太平洋艦隊が実施した無人システム統合演習。沿岸域戦闘艦「コロラド」上空を
飛行するMQ 9無人哨戒機＝2021年 4月、米国防総省提供



— 38 —

遠
隔
操
作
が
可
能
だ
。

　

有
人
の
潜
水
艦
を
相
手
の
セ
ン
サ
ー
類
な
ど
が
届
か
な
い
不
透
明

な
海
域
に
置
き
、
大
量
に
放
っ
た
無
人
機
の
群
れ
の
「
母
船
」
の
役

割
を
務
め
る
運
用
が
今
後
の
主
流
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
敵
に
見

つ
か
っ
た
際
は
、
敵
の
追
尾
を
か
く
乱
し
た
り
妨
害
し
た
り
す
る
た

め
に
デ
コ
イ
（
お
と
り
）
ド
ロ
ー
ン
や
騒
音
発
生
装
置
を
発
射
し
て

一
目
散
で
離
脱
す
る
。

　

U
U
V
を
攻
撃
原
潜
か
ら
発
射
し
、
回
収
す
る
実
験
を
今
年
7
月

に
地
中
海
で
実
施
し
た
英
海
軍
の
ロ
ー
ズ
准
将
は
、
潜
水
艦
部
隊
に

無
人
機
を
加
え
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
艦
隊
」
の
構
築
を
目
指
す
考
え

を
示
し
て
い
る
。
透
明
な
海
の
到
来
に
備
え
、
技
術
革
新
だ
け
で
な

く
、
水
中
の
闘
い
方
そ
の
も
の
を
変
え
よ
う
と
す
る
知
恵
比
べ
が
始

ま
っ
て
い
る
。

米
国
戦
略
原
潜
の
運
命

　

海
が
透
明
に
な
れ
ば
、
米
国
の
第
二
撃
能
力
の
主
力
を
務
め
る
戦

略
原
潜
の
運
命
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。

　

東
西
冷
戦
中
も
現
在
も
、
米
国
は
ソ
連
や
中
国
の
原
潜
基
地
周
辺

の
海
域
に
ま
で
攻
撃
原
潜
を
派
遣
し
、
S
L
B
M
を
積
む
敵
の
戦
略

原
潜
の
動
静
を
把
握
す
る
努
力
を
続
け
る
。
一
方
、
ソ
連
時
代
を
含

め
、
ロ
シ
ア
や
中
国
は
、
同
様
の
監
視
活
動
を
米
国
の
原
潜
基
地
に

実
施
し
た
例
は
皆
無
に
近
い
。

　

唯
一
記
録
に
残
る
の
は
、
冷
戦
中
の
74
年
11
月
3
日
に
起
き
た
事

米国防高等研究計画局（DARPA）が開発中の水中ドローン（UUV）のイメージ図＝
DARPA提供
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件
だ
。
ソ
連
の
ビ
ク
タ
ー
級
攻
撃
原
潜
が
、
ポ
セ
イ
ド
ン
核
ミ
サ
イ

ル
を
積
む
米
戦
略
原
潜
「
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
マ
デ
ィ
ソ
ン
」
を
追
跡
し

よ
う
と
し
て
衝
突
し
た
。
米
戦
略
原
潜
が
、
英
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
西

部
の
主
要
都
市
グ
ラ
ス
ゴ
ー
近
郊
に
あ
る
ホ
ー
リ
ー
・
ロ
ッ
ホ
基
地

を
出
航
し
た
直
後
に
起
き
た
出
来
事
だ
っ
た
。

　

ソ
連
の
攻
撃
原
潜
は
、
米
原
潜
が
北
大
西
洋
の
哨
戒
海
域
に
向
か

う
の
を
待
ち
伏
せ
し
て
い
た
。
原
潜
基
地
は
深
い
入
り
江
の
奥
に
あ

る
。
そ
こ
か
ら
北
大
西
洋
へ
と
つ
な
が
る
水
路
は
狭
く
、
通
常
は
事

故
を
避
け
る
た
め
米
原
潜
は
浮
上
し
て
航
行
す
る
。
だ
が
、
こ
の
日

は
潜
航
し
て
海
中
を
航
行
し
た
。
海
上
を
航
行
す
る
米
原
潜
を
や
り

過
ご
し
て
後
ろ
に
回
り
、
追
跡
し
よ
う
と
し
て
い
た
ソ
連
原
潜
は
こ

の
異
例
の
行
動
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
。
米
側
も
ま
さ
か
ソ
連
原
潜

が
狭
い
水
道
に
潜
ん
で
い
る
と
は
思
わ
ず
、
衝
突
事
故
が
起
き
た
。

　

両
艦
は
事
故
直
後
に
浮
上
し
て
損
傷
箇
所
を
確
認
、
重
大
な
損
傷

を
負
っ
た
米
原
潜
は
急
ぎ
基
地
へ
と
引
き
返
し
た
。
ソ
連
原
潜
は
再

び
潜
航
し
て
姿
を
消
し
た
。

　

米
ソ
、
そ
し
て
基
地
周
辺
の
警
護
を
担
当
す
る
英
国
は
こ
の
事
故

を
40
年
以
上
も
隠
し
続
け
た
。
米
英
は
ソ
連
に
や
す
や
す
と
防
衛
線

を
破
ら
れ
た
不
名
誉
な
事
案
を
隠
し
た
か
っ
た
。
米
原
潜
基
地
は
英

国
の
周
辺
住
民
の
強
い
反
対
に
あ
っ
て
お
り
、
そ
れ
も
事
件
を
隠
そ

う
と
す
る
動
機
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ソ
連
も
隠
密
作
戦
を
秘
密

の
ま
ま
に
し
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。2
0
1
7
年
に
な
っ
て
、

当
時
の
ス
コ
ウ
ク
ロ
フ
ト
米
大
統
領
補
佐
官（
国
家
安
全
保
障
担
当
）

が
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
国
務
長
官
宛
て
に
送
っ
た
極
秘
電
報
が
機
密
解

除
さ
れ
、
事
件
が
明
る
み
に
な
っ
た
。

　

米
海
軍
は
ホ
ー
リ
ー
・
ロ
ッ
ホ
軍
港
を
61
年
か
ら
92
年
ま
で
使
っ

た
。
当
時
の
ポ
ラ
リ
ス
型
S
L
B
M
は
射
程
が
約
4
0
0
0
㌔
し
か

な
く
、
米
近
海
か
ら
は
ソ
連
に
届
か
な
か
っ
た
。
現
在
の
中
国
の
戦

略
原
潜
が
太
平
洋
に
進
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
と
同
じ
で
、

ソ
連
を
射
程
内
に
収
め
る
た
め
北
大
西
洋
に
赴
く
必
要
が
あ
っ
た
。

米
本
土
と
大
西
洋
を
往
復
す
る
時
間
を
節
約
し
、
乗
組
員
の
負
担
を

軽
減
し
よ
う
と
英
国
に
前
進
基
地
を
設
け
た
。

　

歴
史
に
「
イ
フ
」
は
禁
物
だ
。
だ
が
も
し
こ
の
時
、
ソ
連
原
潜
が

事
故
に
遭
わ
ず
米
戦
略
原
潜
の
追
跡
に
成
功
し
て
い
れ
ば
、
米
戦
略

原
潜
が
潜
む
哨
戒
海
域
を
突
き
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
な

い
。
米
国
か
ら
見
れ
ば
、
有
事
の
際
の
第
二
撃
能
力
を
そ
が
れ
か
ね

な
い
一
大
事
と
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。

　

実
は
北
大
西
洋
で
英
仏
両
国
の
戦
略
原
潜
同
士
が
哨
戒
中
に
衝
突

事
故
を
起
こ
し
た
例
が
あ
る
。
09
年
の
こ
と
だ
。
と
も
に
何
に
衝
突

し
た
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
事
故
後
に
フ
ラ
ン
ス
が
英
国
に
事

故
情
報
を
知
ら
せ
る
と
、
英
原
潜
も
同
様
の
事
故
に
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
、
原
潜
同
士
の
衝
突
と
判
明
す
る
。
い
ず
れ
の
国
に
と
っ
て

も
戦
略
原
潜
の
哨
戒
海
域
は
「
秘
中
の
秘
」
だ
。
フ
ラ
ン
ス
の
国
防

関
係
者
は
事
故
後
、
英
国
な
ど
他
国
と
哨
戒
海
域
に
つ
い
て
の
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
は
「
あ
り
え
な
い
」
と
断
言
し
て
い
る
。
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米
戦
略
原
潜
の
生
き
残
り
術

　

新
興
技
術
の
発
展
で
海
が
透
明
に
な
れ
ば
、
中
露
両
国
は
米
戦
略

原
潜
を
監
視
・
追
跡
す
る
の
が
容
易
に
な
る
の
か
。
ど
う
も
一
筋
縄

に
は
い
か
な
い
よ
う
だ
。

　

ま
ず
は
セ
ン
サ
ー
類
の
配
備
問
題
が
あ
る
。
米
戦
略
原
潜
の
基
地

は
太
平
洋
岸
と
大
西
洋
岸
に
そ
れ
ぞ
れ
1
カ
所
ず
つ
あ
る
。
そ
の
基

地
周
辺
に
、
中
露
両
国
は
米
国
に
気
づ
か
れ
ず
に
セ
ン
サ
ー
網
を
築

く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
両
国
の
沿
岸
防
御
用
に
配
備
す
る
の

と
違
い
、
相
手
国
周
辺
に
配
備
で
き
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
考

え
る
の
が
筋
だ
ろ
う
。
米
国
も
技
術
革
新
に
よ
り
基
地
周
辺
の
海
を

透
明
な
海
と
し
、
外
敵
が
近
づ
け
ば
今
よ
り
簡
単
に
排
除
で
き
る
状

態
に
し
て
い
る
は
ず
だ
。

　

二
つ
目
の
理
由
は
、
ひ
と
た
び
基
地
を
出
航
す
れ
ば
、
高
速
で
無

限
の
距
離
を
航
行
す
る
戦
略
原
潜
の
追
跡
は
、
現
時
点
で
は
原
潜
以

外
で
は
担
え
な
い
点
に
あ
る
。
セ
ン
サ
ー
の
設
置
と
同
様
、
出
航
を

監
視
す
る
海
域
に
原
潜
を
配
備
し
て
追
跡
態
勢
を
築
く
の
は
至
難
の

業
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

米
国
に
は
中
露
両
国
に
は
な
い
地
理
的
な
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
南

シ
ナ
海
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、バ
レ
ン
ツ
海
な
ど
中
露
両
国
は
「
要
塞
」

構
築
に
向
い
た
閉
鎖
海
域
に
原
潜
の
基
地
を
置
く
。
た
だ
、
沖
合
に

出
る
際
に
は
敵
国
の
監
視
が
厳
し
い
海
峡
な
ど
の
チ
ョ
ー
ク
ポ
イ
ン

ト
を
通
航
す
る
必
要
が
生
じ
る
。

横須賀基地を出港する米海軍駆逐艦。米国は世界各地に基地や寄港地を持っている
のが強みだ＝2025年 9月、米国防総省提供
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一
方
、
米
国
基
地
周
辺
の
海
は
開
け
て
い
て
、
敵
国
が
監
視
に
適

す
る
チ
ョ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
が
な
い
。
太
平
洋
を
例
に
と
れ
ば
、
飛
距

離
1
万
㌔
以
上
を
誇
る
S
L
B
M
を
中
国
向
け
に
発
射
で
き
る
海
域

は
、
米
国
西
岸
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州
沖
か
ら
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
沖
ま

で
の
極
め
て
広
範
囲
に
及
ぶ
。
偵
察
衛
星
を
も
っ
て
し
て
も
、
す
べ

て
を
監
視
す
る
の
は
事
実
上
困
難
だ
ろ
う
。
米
軍
グ
ア
ム
基
地
や
、

日
本
の
横
須
賀
や
佐
世
保
、
さ
ら
に
豪
州
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
、
食

糧
積
み
込
み
や
乗
組
員
交
代
に
適
し
た
前
進
基
地
や
寄
港
地
も
世
界

中
に
無
数
に
あ
る
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
仮
に
米
戦
略
原
潜
の
全
動
向
を
衛
星
で
つ
か
め

た
と
し
て
も
、
攻
撃
し
て
沈
め
る
態
勢
を
ど
う
や
っ
て
築
く
か
と
い

う
問
題
が
残
る
。

　

こ
う
し
た
事
情
を
考
慮
す
れ
ば
、
専
門
家
の
間
で
は
米
国
の
原
潜

は
海
が
透
明
に
な
っ
て
も
戦
艦
の
よ
う
に
「
役
割
を
終
え
る
こ
と
は

な
い
」
と
の
見
方
が
支
配
的
だ
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
絶
対
王
者
で

は
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
「
偵
察
衛
星
か
ら
丸
見
え
の
大
陸
間

弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
I
C
B
M
）
基
地
と
同
等
に
な
る
と
考
え
て
も
良

い
の
で
は
」
と
専
門
家
は
指
摘
す
る
。

　

た
だ
、
敵
の
潜
水
艦
を
追
い
有
事
の
際
は
撃
沈
す
る
役
割
を
担
う

攻
撃
原
潜
は
、
海
が
透
明
に
な
れ
ば
作
戦
行
動
に
制
約
が
増
え
る
の

は
確
実
だ
ろ
う
。

デ
ィ
ー
ゼ
ル
艦
に
脚
光

　

米
海
軍
は
現
在
、
S
L
B
M
を
積
む
戦
略
原
潜
を
14
隻
運
用
し
て

い
る
。
80
年
代
初
頭
に
就
役
を
始
め
た
オ
ハ
イ
オ
級
原
潜
だ
。
20
年

代
後
半
か
ら
徐
々
に
退
役
時
期
を
迎
え
る
た
め
、
新
型
の
コ
ロ
ン
ビ

ア
級
に
順
次
、
置
き
換
え
て
い
く
。
た
だ
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
で

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
混
乱
し
た
影
響
で
就
役
は
2
年
ほ
ど
遅
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。

　

コ
ロ
ン
ビ
ア
級
の
総
数
は
オ
ハ
イ
オ
級
よ
り
2
隻
少
な
い
12
隻
。

米
海
軍
の
見
積
も
り
で
は
総
額
1
0
9
0
億
㌦
（
約
16
兆
円
）
を
超

す
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
る
。
S
L
B
M
は
、
現
在
使
用
中
の
ト

ラ
イ
デ
ン
ト
Ⅱ
を
引
き
継
ぐ
が
、
搭
載
基
数
を
24
基
か
ら
16
基
へ
と

減
ら
す
。

　

た
だ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
級
の
数
が
12
隻
で
は
足
り
な
い
と
の
指
摘
が

出
始
め
て
い
る
。
こ
の
新
型
戦
略
原
潜
が
計
画
さ
れ
た
当
時
は
、
ロ

シ
ア
の
核
戦
力
だ
け
を
念
頭
に
置
く
だ
け
で
よ
か
っ
た
が
、
中
国
が

急
速
に
軍
拡
を
進
め
る
こ
と
で
計
算
が
狂
っ
て
き
た
か
ら
だ
。
30
年

代
以
後
、
米
国
は
中
露
と
い
う
二
つ
の
核
大
国
に
同
時
に
対
処
す
る

必
要
に
迫
ら
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
現
状
の
計
画
で
は
不
十
分
と
の

懸
念
が
広
が
る
。

　

攻
撃
原
潜
も
25
年
時
点
で
19
年
よ
り
2
隻
減
り
49
隻
と
な
っ
た
こ

と
を
気
に
す
る
声
も
あ
る
。
6
割
を
太
平
洋
側
、
4
割
を
大
西
洋
側

に
配
置
し
て
い
る
。
将
来
、
66
隻
に
ま
で
増
や
す
計
画
だ
が
、
冷
戦
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後
期
か
ら
末
期
に
就
役
し
た
原
潜
が
一
斉
に
退
役
時
期
を
迎
え
る

上
、
米
国
の
造
船
能
力
に
は
限
り
が
あ
る
。
66
隻
態
勢
の
実
現
は
、

今
か
ら
約
30
年
後
の
54
年
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、中
国
と
の
「
熱
戦
」

が
佳
境
を
迎
え
る
時
期
に
は
到
底
、
間
に
合
い
そ
う
も
な
い
。

　

一
方
、
中
国
は
す
で
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
潜
水
艦
を
含
め
て
55
隻
前
後

の
攻
撃
潜
水
艦
を
保
有
す
る
。
米
国
防
総
省
に
よ
る
と
、
今
か
ら
10

年
後
の
35
年
に
80
隻
に
達
す
る
。
米
潜
水
艦
は
現
時
点
で
は
、
技
術

的
優
位
性
を
保
っ
て
い
る
が
、
中
国
と
の
関
係
を
強
化
す
る
ロ
シ
ア

が
潜
水
艦
技
術
を
供
与
す
れ
ば
、
米
中
の
技
術
格
差
は
縮
ま
る
可
能

性
も
あ
る
。

　

解
決
策
と
し
て
提
案
さ
れ
て
い
る
の
が
日
本
や
韓
国
、
ド
イ
ツ
な

ど
の
ほ
か
、
中
露
両
国
も
使
う
デ
ィ
ー
ゼ
ル
潜
水
艦
の
再
導
入
だ
。

米
国
は
原
潜
導
入
を
推
進
し
た
リ
ッ
コ
ー
バ
ー
提
督
の
方
針
の
も

と
、デ
ィ
ー
ゼ
ル
艦
を
全
廃
し
て
原
潜
に
置
き
換
え
た
歴
史
が
あ
る
。

ソ
連
原
潜
を
監
視
・
追
跡
す
る
に
は
、
大
西
洋
や
太
平
洋
を
高
速
で

渡
り
、
氷
に
閉
ざ
さ
れ
た
北
極
海
で
あ
ろ
う
と
も
何
カ
月
も
浮
上
せ

ず
に
、
潜
っ
た
ま
ま
任
務
を
こ
な
す
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
れ

を
こ
な
せ
る
潜
水
艦
は
原
潜
し
か
な
い
。

　

一
方
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
艦
は
原
潜
と
比
べ
て
小
型
で
、
座
礁
が
多
発

す
る
浅
い
海
で
も
小
回
り
が
効
く
。
原
潜
と
違
い
バ
ッ
テ
リ
ー
で
航

行
中
は
「
恐
ろ
し
い
ほ
ど
静
粛
」
で
ス
テ
ル
ス
性
が
極
め
て
高
い
。

建
造
コ
ス
ト
も
原
潜
の
4
分
の
1
程
度
と
格
安
な
点
も
魅
力
だ
。
高

価
な
原
潜
は
長
期
間
利
用
し
な
い
と
投
資
に
見
合
わ
な
い
が
、
安
価

米海軍の潜水艦発射弾道ミサイル（SLBM）トライデントⅡの発射実験。SLBMは第
二撃能力の「切り札」と位置づけられている＝2025年 7月、米国防総省提供
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な
デ
ィ
ー
ゼ
ル
艦
は
コ

ス
ト
を
気
に
せ
ず
適

宜
、
更
新
で
き
、
新
技

術
を
次
々
と
取
り
込
め

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

た
だ
弱
点
も
あ
る
。

航
行
速
度
が
遅
く
長
距

離
運
航
に
難
が
あ
る
。

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
で
発

電
中
は
排
ガ
ス
を
船
外

に
出
す
こ
と
や
、
酸
欠

に
な
ら
な
い
よ
う
酸
素

を
取
り
込
む
た
め
敵
に

見
つ
か
る
危
険
を
冒
し

海
面
近
く
に
定
期
的
に

浮
上
す
る
必
要
も
あ

る
。艦
長
の
頭
の
中
は
、

絶
え
ず
「
バ
ッ
テ
リ
ー

の
残
量
と
充
電
の
タ
イ

ミ
ン
グ
」
で
占
め
ら
れ

て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

　

だ
が
、
潜
水
艦
を
浮

上
さ
せ
ず
、
長
期
の
連

続
潜
航
を
可
能
と
す
る
A
I
P
（
非
大
気
依
存
型
推
進
）
機
関
の
開

発
と
、
効
率
の
高
い
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
と
い
う
二
つ
の
新
技
術

の
導
入
に
よ
り
、
潜
航
期
間
が
大
幅
に
長
く
な
り
、
使
い
勝
手
が
増

し
て
い
る
。
潜
水
艦
を
め
ぐ
る
情
勢
の
変
化
は
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

も
及
ん
で
い
る
。

　

＊
＊

　
「
戦
争
の
実
験
室
」
と
ウ
ル
ス
英
国
防
相
が
呼
ん
だ
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
の
戦
争
を
き
っ
か
け
に
、
世
界
の
軍
事
技
術
は
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的

転
回
と
も
言
え
る
よ
う
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
起
き
て
い
る
。
新

し
い
時
代
に
は
新
し
い
戦
略
や
戦
術
が
必
要
と
な
る
。
次
回
は
、
そ

う
し
た
点
を
考
え
て
み
た
い
。
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